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１．研究計画の概要 
ネパールは世界の最貧国の１つであり、下痢

症による乳児死亡率が著しく高い。本研究で

は、先行研究で確立した臨床情報および検体

収集のための調査拠点とネットワークを活

用し、ネパールにおいて、(1)世界的にもきわ

めて特殊なロタウイルス株が流行している

疫学的状況を監視すること、(2)ロタウイルス

ワクチンが定期接種に導入された場合の重

症下痢症発生に与えるインパクト（下痢症入

院患者数が激減するかどうか）を評価するこ

と、(3)他の病因、すなわち、ノロウイルスお

よび病原性大腸菌の重症下痢症に占める役

割とその動態を明らかにすることを目的と

したものである。 
 
２．研究の進捗状況 
ネパールにおけるロタウイルスワクチンの

導入を目前にし、首都カトマンズの最大の小

児病院であるカンティ小児病院で５歳未満

の重症下痢症患者の便検体を 4 年間

(2005-2009)にわたって収集して得た 3429検

体について解析した。入院患者から得られた

便検体 2135検体を ELISAで検査したところ、

ロタウイルス陽性検体は 32%に相当する 691

検体であった。一方、外来患者から得られた

1294検体のロタウイルス陽性率は 14.5%であ

った。これらの検出株の遺伝子型は、G12P[6] 

(30.6%), G2P[4] (15.5%), G1P[8] (11.1%), 

G9P[8] (10.7%), G12P[8] (9.5%)であり、ネ

パールでは依然として血清型 G12の優位が継

続していた。世界の中でも G12株がこのよう

に高頻度に出現しているところはなく、しか

もその大半が現行のワクチン株に対して完

全に異型である G12P[6]であったことは、こ

のようなサーベイランスの重要性を示して

いる。最近、われわれのブラジルでの研究も

含めて、発展途上国の乳児におけるノロウイ

ルス感染の重要性が明らかになってきてい

るので、これをネパールの検体で調べたとこ

ろ、入院患者から得られた 2116 検体からの

ノロウイルスの検出率は 8.5%、外来患者から

得られた 1282 検体では 9.1%であった。入院

患者と外来患者におけるノロウイルスの検

出率がほとんど変わらないことは、ロタウイ

ルスの場合とはきわめて対照的であり、これ

ら 2つのウイルスの疫学上の大きな特徴であ

る。近年、世界的には genogroup II ノロウ

イルスの variantである GII.4が急増し、か

つ、変異を頻繁に起こしているが、このよう

な世界的流行株がネパール国内でも優位を

占めているのか、独自の株が流行しているの

かを調査することの重要性が明らかとなっ

た。 
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３．現在までの達成度 
(1)および(3)について、研究は順調に進展して

いる。（2）にワクチンのインパクトの評価に

ついては、ネパールの国内事情により、ロタ

ウイルスワクチンの導入が遅れているため

直接評価できないでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

前年度までのサーベイランスで収集した、重

症下痢症から得られた便検体からロタウイ

ルスに加えて、ノロウイルスおよび病原性大

腸菌の検出を完成する。これにより、ワクチ

ン導入前のネパールにおける重症ロタウイ

ルス下痢症の発生状況(基幹小児病院におけ

る調査)および他の主要病因の果たす役割を

明らかにする。特にロタウイルスに関しては、

世界的にまれでありながらネパールにおい

て優勢を占める G12 ウイルス株の動態につ

いて明確にし、ワクチンによる介入のない状

態での基盤資料を整備する。また、ノロウイ

ルスに関しては、世界的に流行しているゲノ

グループ II.4のノロウイルスの変異株がこの

国に侵入しているのかどうか、あるいは、ロ

タウイルスと同様に世界的に発生がまれな

タイプのノロウイルスが流行しているのか

を明らかにする 
 
５. 代表的な研究成果 
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